
　

表
１
で
示
し
た
上
位
一
〇
位
ま
で
の
国
籍
・
地
域
の
う
ち
、
韓

国
・
朝
鮮
以
外
は
全
て
減
少
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
い
方
か

ら
挙
げ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
（
マ
イ
ナ
ス
九
・
八
％
）、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
（
マ
イ
ナ
ス
八
・
七
％
）、
ネ
パ
ー
ル
（
マ
イ
ナ
ス
四
・
二
％
）、

中
国
（
マ
イ
ナ
ス
三
・
四
％
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
マ
イ
ナ
ス
二
・
三
％
）

の
順
に
な
る
。
在
留
資
格
別
で
は
、「
技
能
実
習
」
が
マ
イ
ナ
ス

一
〇
・
五
％
で
あ
り
、
他
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
い
。

ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
い
こ
と
は
、

「
技
能
実
習
」
の
減
少
が
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
え

る
。
以
下
、「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」（
マ
イ
ナ
ス
五
・

七
％
）、「
家
族
滞
在
」（
マ
イ
ナ
ス
五
・
二
％
）、「
定
住
者
」（
マ

イ
ナ
ス
三
・
五
％
）、「
留
学
」（
マ
イ
ナ
ス
二
・
六
％
）
と
な
っ
て

い
る
。「
留
学
」
の
在
留
資
格
を
持
つ
者
は
「
技
能
実
習
」
と
同

様
に
定
期
的
に
入
れ
替
わ
る
が
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
幅
は
小
さ
い
。

な
お
、
在
留
資
格
の
中
で
「
特
別
永
住
者
」
は
増
加
し
て
お
り
（
増

加
数
は
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
）、
こ
の
こ
と
が
韓
国
・
朝
鮮
の

増
加
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
が
、
日
本
国
外
在
住
者
の
再
入
国

が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
。

表 12　在留外国人の増加率（2019年12月末と2020年6月末の比較）

順位 国籍・地域 増加率 在留資格 増加率

全体 －3.5

1 中国 －3.4 永住者 －1.2

2 韓国・朝鮮 1.3 技能実習 －10.5

3 ベトナム －9.8 留学 －2.6

4 フィリピン －1.9 特別永住者 1.7

5 ブラジル －2.3 技術・人文知識・国際業務 －5.7

6 ネパール －4.2 定住者 －3.5

7 インドネシア －8.7 家族滞在 －5.2

8 米国 －1.2 日本人の配偶者等 －1.4

9 タイ －2.0

11 ペルー －0.3

「在留外国人統計」より筆者作成。増加率は％。「中国」は中国と台湾の合計、「韓国・朝鮮」
は韓国と朝鮮の合計。「技能実習」は、1～ 3号の各イ・ロの 6つの在留資格の合計。網掛
けはマイナス。
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籍
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は
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ベ
ト
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一
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増
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そ
れ
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減
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し

た
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
い
方
か
ら
挙
げ
る
と
、
中
国
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マ
イ

ナ
ス
三
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六
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米
国
（
マ
イ
ナ
ス
三
・
三
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タ
イ
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マ
イ
ナ

ス
二
・
七
％
）、
韓
国
・
朝
鮮
（
マ
イ
ナ
ス
二
・
四
％
）、
ネ
パ
ー
ル

（
マ
イ
ナ
ス
一・
五
％
）
の
順
に
な
る
。
在
留
資
格
別
で
は
「
留
学
」

が
マ
イ
ナ
ス
一
八
・
九
％
で
あ
り
、
他
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
幅

が
大
き
い
。「
技
能
実
習
」
は
マ
イ
ナ
ス
二
・
一
％
で
あ
り
、「
留

学
」
と
比
べ
て
小
さ
な
マ
イ
ナ
ス
幅
に
止
ま
っ
て
い
る
。
上
位

一
〇
位
ま
で
の
在
留
資
格
の
中
に
は
増
加
し
た
も
の
が
い
く
つ
か

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
他
の
在
留
資
格
か
ら
の
変
更
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
プ
ラ
ス
幅
が
大
き
い
順
に
挙
げ
る
と
、「
特
定
活
動
」

（
プ
ラ
ス
一
一・
一
％
）、「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」（
プ

ラ
ス
六
・
二
％
）、「
永
住
者
の
配
偶
者
等
」（
プ
ラ
ス
一・
七
％
）、

「
永
住
者
」（
プ
ラ
ス
一・
〇
％
）
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
増
加
は
、

「
留
学
」
や
「
技
能
実
習
」
へ
の
影
響
が
他
の
国
籍
・
地
域
と
比

較
す
る
と
い
く
ら
か
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、「
特
定
活
動
」

の
増
加
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

表 12　在留外国人の増加率（2019年12月末と2020年6月末の比較）

順位 国籍・地域 増加率 在留資格 増加率

全体 －1.6

1 中国 －3.6 永住者 1.0

2 韓国・朝鮮 －2.4 技能実習 －2.1

3 ベトナム 2.1 留学 －18.9

4 フィリピン －0.3 特別永住者 －1.0

5 ブラジル －0.2 技術・人文知識・国際業務 6.2

6 ネパール －1.5 定住者 －0.5

7 インドネシア －1.2 家族滞在 －0.6

8 米国 －3.3 日本人の配偶者等 －1.0

9 タイ －2.7 特定活動 11.1

11 ペルー －0.6 永住者の配偶者等 1.7

「在留外国人統計」より筆者作成。増加率は％。「中国」は中国と台湾の合計、「韓国・朝鮮」
は韓国と朝鮮の合計。「技能実習」は、1～ 3号の各イ・ロの 6つの在留資格の合計。網掛
けはマイナス。
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